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市の人口

（昭和57年6月1日現在）

世帯数49，531世帯（前月比44世帯増）

人口156，464人（前月比228人増）

男78，152人

女78，312人

斎場設計料など
六
月
二
日
、
池
本
市
長
は
、

宇
治
市
斎
場
建
設
に
つ
い
て
次

の
よ
ラ
な
方
針
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

◇

昨
年
七
月
、
宇
治
市
の
斎
場

は
い
か
に
あ
る
べ
汲
か
を
ご
検

討
い
た
だ
ぐ
た
め
、
斎
現
問
題

励
答
電
旨
い
た
し
ま
し
た
。

懇
談
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

先
進
地
の
視
察
な
戸
干
数
回
の

会
議
の
結
果
、
委
口
の
意
見
の

ま
と
め
か
拗
言
と
し
て
、
昨
年

市　議　会

六月定例会

総
額
1
億
2
千
万
円
を
計
上

一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）

宇
治
市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら

三
十
日
ま
で
、
二
十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
斎
場
建
設
の
設
計
委
託
事

業
費
な
ど
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
’

号
）
案
を
は
じ
め
、
十
三
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
提
出
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
捉
言
を
尊
屯
し
、
種
々

慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
三
月
六
日
斎
場
用
地
を
、

期
限
の
延
長
冷
一
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
几

年
三
月
ま
で
使
川
か
収
続
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
ご
理
解
を

斎
場
の
建
設
に
つ
い
て

宇
治
占
。
長

金
井
戸
の
市
有
地
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

以
殴
、
現
火
葬
場
岡
辺
の
自

治
会
等
に
対
し
ま
し
て
、
使
用

Ｖ
’
本
”
λ

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、

関
係
巾
民
の
か
た
が
た
に
深
ぐ

敬
意
を
衣
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

斎場建設予定地（金井戸）

な
お
、
企
井
戸
で
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
仙
。
心
Ｌ
予

ｎ
し
に
お
き
ま
し
て
実
施
設
計

費
か
計
上
い
た
し
Ｊ
‘
亡
て
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

山
債
い
た
し
て
お
り
ま
了
Ｉ
Ｈ

政
課
励
の
な
か
で
新
斎
場
の
建

設
は
、
唄
要
な
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
鋭
だ
男
力
す
る
決
だ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
巾
民
の
み
な

さ
ん
が
た
の
Ｍ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
悶
い
ト
ｙ
ゞ
す
。

1－〃ミ〃〃－〃〃ミー4

六
月
定
例
公
が
、
六
月
ト
ー
日

か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
例
《
に
は
、
。
般
会
計

補
正
予
兄
第
一
号
）
案
を
は
じ
め
、

宇
治
市
住
宅
新
築
等
貸
付
条
例
や

市
営
住
宅
の
設
に
お
よ
び
膏
理
に

閏
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ｙ
午

三
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

は
、
当
初
予
算
の
段
階
で
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

ち
の
や
、
当
初
予
算
後
に
生
じ
た

事
某
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
昨
年
十
二
月
に
斎

場
問
題
懇
談
会
よ
り
受
け
た
提
言

を
も
と
に
、
斎
場
の
建
設
場
所
を

金
井
戸
に
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
で

は
、
斎
場
の
設
計
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
近
鉄
大
久
保
駅
な

ど
の
自
転
車
置
場
の
整
備
に
関
す

る
経
費
や
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

の
経
費
な
ど
石
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
の
仙
正
予
算
総
額
は

一
口
一
子
六
大
二
程
八
ｎ
円
で
、

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
歳
ぺ
歳

出
予
算
総
額
は
ニ
目
。
ト
八
臆
三

。
’
目
凹
ト
六
ぴ
四
ｒ
円
に
な
り
ま
す
。

一
股
会
計
補
正
予
算
案
の
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
－
－
一

補正予算案の

主な事業

Ｗ
近
鉄
大
久
保
駅
な
ど
の
自
転
巾

雌
川
の
整
術
に
．
白
Ｉ
ト
ぴ
円
．

乙

．
1
回
’
～
ｉ
－
ｉ
ト
．
乃
円
、

Ｄ
＞
Ｓ
地
の
整
術
に
九
百
三
万
円
．

▽
「
い
こ
い
の
村
」
建
駿
剥
梵
の

朗
助
と
し
て
Ｉ
‥
三
ト
ぴ
円
．

》
交
涌
安
忿
苓
芯
・
整
術
に
．
仁
目

六
ト
じ
万
四
千
円
。

〉
亮
道
男
小
学
校
の
浄
化
槽
新

設
に
三
千
八
百
屁
ト
万
円

［
＞
埋
蔵
て
乍
府
発
掘
調
た
に
六
白

几
ト
九
万
に
抑
円
。

マ
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
敷
地

の
測
址
・
造
成
設
計
委
託
に
二

千
万
円

〉
介
白
勁
す
フ
セ
＾
＾
卜
印
刷
機
の

購
人
に
じ
。
白
・
ト
八
万
八
1
円
。

を
呼
ぶ
の
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
人
に

ぷ
話
を
か
け
て
も
ら
石
ね
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
設
置
さ
れ
た
。
電
話

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
、
ま
だ
数
は
少

な
い
も
の
の
、
る
ラ
あ
者
家
庭
ど

う
し
や
福
祉
小
務
所
と
の
間
で
通

話
が
で
き
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
な
ん
で
も
な
い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
暉
害
を
持

っ
た
人
た
ち
が
社
石
へ
出
て
い
き
、

生
活
か
す
る
う
え
で
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
内
に
は
、
電
話

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
設
置
の
必
要
な

ろ
う
あ
者
家
庭
は
四
十
世
帯
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
夕
し
た

対
象
者
の
要
望
か
通
切
に
把
握
し

て
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る

た
め
、
制
度
化
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事

業
」
と
し
て
、
点
字
ブ
ロ
″
ク
の

敷
設
や
障
告
者
用
ト
イ
レ
の
設
と

な
ど
の
環
境
の
改
心
今
回
の
電

話
フ
″
ク
シ
ミ
リ
の
設
雌
を
は
じ

め
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

な
ど
を
計
画
的
に
尖
施
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

共
に
働
き

共
に
生
き
る

障
害
を
持
っ
た
人
と
持
っ
て
い

な
い
人
が
、
共
に
学
び
、
共
に
育

ち
、
共
に
協
力
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い

く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
障

告
者
問
題
か
自
分
の
も
の
と
し
て

考
え
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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「
こ
れ
で
電
話
が
使
え
ま
す
」

今
、
私
た
ち
が
な
に
気
た
く

使
っ
て
い
る
。
心
話
、
こ
の
。
心
話
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
生
活
は
と
て
ち
不
便
な

ち
の
で
し
ょ
う
。
電
話
で
す
ま
せ

て
い
た
川
作
も
、
手
紙
を
出
す
か
、

い
ち
い
ち
出
む
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
い
応
石
た
っ
た
便
利
な

電
話
も
ろ
つ
あ
の
人
が
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
二
年

目
に
あ
た
る
今
年
、
福
祉
の
雨
つ

く
り
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
て
い

く
た
め
、
厚
生
省
よ
り
「
障
害
者

福
祉
郡
市
」
の
指
定
か
優
け
て
、

充
実
し
た
施
策
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

福
祉
都
市
の
推
進

「
暉
害
者
福
祉
都
市
推
進
小
業
」

と
し
て
、
庖
丁
、
ろ
っ
あ
者
家
庭

三
ヵ
所
と
福
祉
事
務
所
に
電
話
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
か
設
ｎ
す
る
こ
と
に

ろうあ者宅に電話ファクシミリ

6
月
3
日
喜
び
の
開
通
式

し
ま
し
た
。
そ
の
お
宅
は
、
川
分

進
二
さ
ん
（
木
幡
西
中
）
、
山
本

雄
次
さ
ん
（
桐
に
町
北
内
）
、
林

昭
二
さ
ん
（
大
久
保
町
旦
椋
）
で

す
。去
る
六
月
三
日
、
林
さ
ん
と
福

祉
事
務
所
の
間
で
、
電
話
＾
’
－
ク

シ
ミ
リ
の
間
通
式
が
池
本
市
長
出

席
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
林

さ
ん
の
お
宅
の
電
話
が
鴫
る
と
、

耳
の
不
自
由
な
人
に
も
電
話
が
か

か
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
ぶ
フ
に

フ
ラ
″
シ
ュ
ペ
ル
が
せ
ん
光
、
電

話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
鮮
明
な
文
字
で
市
長
か
ら

の
メ
″
セ
ー
ジ
が
写
し
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
ぐ
、
林
勲
子
さ
ん
に
手

話
通
訳
者
を
通
じ
て
話
を
間
亭
ゞ

し
た
。
「
と
て
も
便
利
で
す
。
今

ま
で
な
ら
、
簡
単
な
用
事
で
も
福

祉
事
務
所
ま
で
行
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
助
か
り
で

す
。
ろ
う
あ
協
会
の
連
絡
に
便
っ

た
り
、
ろ
ラ
あ
者
の
相
談
の
た
め

に
も
使
い
た
い
」
と
シ
れ
レ
フ
フ

に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
。

「
一
度
に
は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
る
兄
廓
家
庭
に
こ
の
電

話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
か
設
置
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
ぜ
ひ
と
も

消
防
署
や
医
療
機
関
に
も
…
…
」

と
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
で
あ
れ
ば
、
電
話
一
本

で
す
ま
せ
る
用
件
で
も
、
林
さ
ん

た
ち
う
つ
あ
の
人
は
、
バ
ス
や
電

車
に
乗
っ
て
福
祉
事
務
所
ま
で
出

か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
急
病
や
ケ
ガ
の
時
、
救
急
車

電
話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

と
は

電
話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
、

電
話
回
線
か
莉
用
し
て
、
文

字
や
絵
を
送
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
装
置
で
す
。

な
お
、
今
回
の
設
置
に
要

し
た
経
費
は
、
九
土
（
万
円

で
し
た
。

池本市長からのメッセージを

読む、林勲子さん（大久保町

旦椋、林さん宅で）



人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
を
募
集
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市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
茫
に

と
予
防
夕
丑
め
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
「
半
日

人
間
ド
ッ
ク
の
健
康
診
断
料
補
助

制
度
」
か
設
け
、
じ
割
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
受
診
さ
れ
た
多
く
の
人

か
ら
回
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
れ

そ
の
結
果
が
健
康
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
哭

あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｖ
対
象
・
＝
①
七
月
一
日
現
在
、

宇
治
市
の
国
民
健
康
保
険
に
引
き

続
き
一
年
以
上
加
入
さ
れ
て
い
る

人
で
、
満
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
人
、
②
検
診
日
に
入
院
ま

た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人
。
な
お
、

昨
年
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
た
人

は
、
今
年
は
利
用
で
ｍ
ｉ
ｉ
ｆ
）
ん
。

Ｖ
検
診
内
容
・
＝
①
京
都
第
一
赤

土
子
病
院
で
、
成
人
病
を
中
心
と

し
た
慌
‥
健
康
診
断
を
四
時
間
程

度
受
け
る
外
来
（
半
日
）
人
間
ド

本
番
の
迫
力
で

水
防
訓
練

六
月
十
日
、
消
防
本
部
で
は

水
に
備
え
て
水
防
訓
練
を
実
施
。

横
島
町
吹
前
の
宇
治
川
左
岸

で
、
消
防
署
員
約
九
十
人
が
機

敏
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の
迫
力

で
抗
打
ち
や
土
の
ラ
積
み
を
行

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
、
今
年
の
梅

雨
は
後
期
に
大
雨
の
恐
れ
が
あ

る
と
の
こ
と
ご
注
意
を
。
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″
ク
で
す
。
②
検
診
日
は
、
九
月

一
日
～
来
年
三
月
三
十
一
日
の
希

望
の
日
。
た
だ
し
、
病
院
の
都
合

に
よ
っ
て
希
望
亘
以
外
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
・
・
・
検
診
料
の
七
割
夕
橘

助
（
男
子
が
二
万
五
千
二
百
円
、

女
子
が
二
万
七
千
三
百
円
）
し
ま

す
の
で
受
診
者
の
負
担
は
、
男
于

が
一
万
八
百
円
、
女
子
が
一
万
千

じ
百
円
で
す
。

▼
申
込
み
・
＝
七
月
一
日
か
ら
受

付
し
、
定
員
の
百
五
十
人
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

直
接
、
保
険
年
金
課
（
｀
⑩
3

1
4
1
）
へ
お
越
し
に
な
る
か
、

催
し

公
民
館

子
ど
も
映
画
会

大
き
な
画
面
の
映
画
を
友
だ
ち

と
一
緒
に
見
ま
せ
ん
か
。

ｙ
と
き
・
＝
6
月
2
6
日
出
、
午
後

2
時
～
3
時
半
ｙ
と
こ
ろ
・
＝
小
倉

公
民
館
ｙ
上
映
フ
ィ
ル
ム
＝
・
「
わ

ら
し
べ
長
者
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ｍ

Ｚ

1
1
一
分
）
、
「
一
休
さ
ん
」
（
ア
ニ

メ
ー
シ
三
ン
2
5
分
）
、
（
サ
ケ
を
育

て
る
Ｗ
族
Ｘ
児
童
劇
映
画
3
5
分
）
。

な
お
、
6
月
2
8
日
間
、
午
後
6

時
か
ら
木
幡
公
民
館
で
も
同
じ
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

（
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

◇

婦
人
大
学

婦
人
の
学
習
意
欲
に
応
え
ぷ
つ

と
、
婦
人
大
学
が
開
か
れ
ま
す
。

火災予防

天
ぷ
ら
油

油
自
身
が
発
火

天
ぷ
ら
な
べ
を
ぷ
ハ
に
か
け
て

か
ら
二
、
三
分
で
、
天
ぷ
ら
を

揚
げ
る
の
に
最
適
の
摂
氏
百
八

十
度
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

か
け
た
ま
ま
に
し
て
六
、
七

分
た
つ
と
、
天
ぷ
ら
油
は
摂
氏

四
百
度
ぐ
ら
い
に
な
り
、
油
自

身
が
発
火
す
る
状
態
に
至
り
ま

郵
送
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

▼
日
程
・
テ
ー
マ
・
：
7
月
2
0
日

＝
と
も
に
幸
ぶ
、
8
月
5
日
＝
な

ぜ
高
齢
化
社
会
な
の
か
、
京
都
の

野
菜
、
8
月
2
5
日
―
新
し
い
家
庭

の
役
割
と
女
性
の
生
き
方
、
婦
人

と
法
律
、
9
月
9
日
＝
安
全
な
食

生
活
、
京
都
の
文
化
産
業
、
1
0
月

2
1
日
1
2
2
日
＝
合
同
宿
泊
研
修
と

交
流
会
▼
会
場
・
：
宇
治
市
公
民
館

（
2
1
日
1
2
2
日
の
宿
泊
研
修
は
宮

津
市
の
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

▼
定
員
・
山
災
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
無
料
▼
申
込
み
・
：
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
6
月
3
0
日
ま
で
に

京
都
府
福
祉
部
青
少
年
婦
人
課

（
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町

西
入
）
へ
。
（
襲
薮
育
課
）

◇

夏
の
料
理
教
室

夏
向
き
の
手
軽
な
中
華
風
料
理

を
講
習
し
ま
す
。

ｙ
と
さ
＝
・
6
丹
2
9
日
叫
午
後

1
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働

す
。で

す
か
ら
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て

い
る
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
の
つ

も
り
で
、
火
に
か
け
た
ま
ま
電

話
に
出
た
り
、
お
客
の
応
待
に

出
る
の
は
禁
物
で
す
。

油
な
べ
の
消
火
法

も
し
万
一
、

天
ぷ
ら
な
べ
に

火
が
入
っ
た
と

き
は
冷
静
に
次

天
ぷ
ら
火
災
の
防
止
法
は
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
ぷ
ら
な
べ
夕
が
け
た
ま
ま
絶

対
に
そ
の
場
か
離
れ
な
い
、
そ

の
場
夕
離
れ
る
と
き
は
必
ず
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
こ
と
で

す
。

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
講
師
・
・
・
料
理
研

究
家
星
野
美
智
子
さ
ん
ｙ
費
用
・
・
・

受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
材
料
費

千
五
百
円
が
必
要
ｙ
定
員
＝
・
4
0
人

ｙ
申
込
み
・
＝
実
費
千
五
百
円
多
七

凡
て
直
接
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
〒

6
1
1
宇
治
里
尻
7
1
‘
’
9
）
へ

お
越
し
に
な
る
か
、
郵
送
で
申
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

◇

議
長
杯
争
奪卓

球
大
会

ｙ
と
き
・
・
・
7
月
4
日
間
、
午
前

9
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
＝
日
産
車
体

体
育
館
▼
種
目
＝
・
団
体
戦
▼
ラ
ン

ク
＝
二
般
男
子
・
女
子
、
少
年
、

少
女
ｙ
参
加
資
格
＝
市
民
ま
た
は

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

の
チ
ー
ム
▼
申
込
み
・
：
6
月
恥
は

廊
ま
で
に
体
育
協
会
（
豊
⑩
1
9

0
5
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）◇

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

ｙ
と
き
・
・
・
6
丹
2
6
日
か
ら
7
月

1
8
日
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
、

午
後
2
時
か
ら
ｖ
と
こ
う
・
岡
屋

小
学
校
ｙ
対
象
・
・
・
中
学
生
以
上
の

女
子
4
0
人
▼
参
加
料
・
・
八
白
円
ｙ

申
込
み
・
・
市
民
隻
目
課
（
ｆ
ｉ
ｇ
ｒ
ｏ

1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

の
ぷ
っ
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
な
べ
に
〇
・
三
回

油
が
入
っ
て
い
る
状
態
で
の
話

で
す
。

一
ガ
ス
の
元
栓
を
正
め
る
（
温

度
を
下
げ
る
）

一
炎
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
な
べ
ぶ

◇

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

種
目
・
：
バ
レ
ー
ギ
・
Ｉ
ル
ｙ
と

き
・
＝
6
月
2
6
日
出
午
後
7
時
半
か
。

ら
Ｖ
と
こ
ろ
＝
・
菟
道
第
二
小
学
校

上
靴
を
持
っ
て
運
動
の
で
き
る

服
装
で
、
お
気
軽
に
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

募
集

育
成
学
級

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

育
成
学
級
の
夏
期
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
か
募
集
し
て
い
未
了
。

ｙ
期
間
・
・
・
7
月
2
1
日
か
2
＜
Ｘ
月

3
1
日
ま
で
（
日
曜
日
と
8
月
1
3
日

か
ら
1
6
日
ま
で
を
除
ぐ
）
ｙ
時
間

＝
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ｙ
対
象

＝
・
大
学
生
ｙ
申
込
み
・
＝
7
月
2
日

ま
で
に
、
履
歴
許
を
も
っ
て
社
会

教
育
課
育
成
指
導
係
へ
。（

社
会
教
育
課
）

◇

小
学
校
プ
ー
ル
の

管
理
補
助
員
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小

学
校
の
プ
ー
ル
で
、
児
童
の
水
泳

監
視
や
箔
芯
整
備
点
検
か
す
る

た
で
正
確
に
ふ
た
を
か
ぶ
せ

る
（
空
気
を
断
つ
）

一
ぬ
れ
タ
オ
ル
か
広
げ
て
手
前

か
ら
向
こ
う
に
お
お
い
か
ぷ

せ
る
（
空
気
を
断
つ
）
（
消
防
本
部
）

管
理
補
助
日
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
期
回
・
・
・
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1

日
の
う
ち
1
3
日
間
ｙ
時
間
・
＝
午
前

8
時
半
～
午
後
4
時
半
ｙ
資
格
・
・
・

1
8
歳
以
上
の
男
子
・
玄
于
ｙ
申
込

み
＝
雨
販
の
履
歴
潜
に
写
真
を
は

っ
て
、
6
月
3
0
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
。
（
総
務
課
）

◇

市
職
員
募
集

ｙ
職
員
・
＝
土
木
技
手
（
土
木
作

業
員
）
ｙ
受
験
資
格
・
＝
昭
和
2
1
年

4
月
2
日
か
砧
躍
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
ｙ
第
一
次
試

験
・
・
・
6
月
2
7
日
㈲
、
午
前
9
時
か

ら
宇
治
市
職
回
訓
で
ｙ
受
付
期

間
・
＝
6
月
2
6
日
正
午
ま
で
ｙ
申
込

み
・
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
ぇ
、
本
人
の
写
真
を

は
り
申
込
Ｊ
‥
を
そ
凡
て
職
日
課
ま

刄
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
込
書
と
実
施
要
項
は
職
員
課
に

あ
り
ま
す
。
（
職
員
課
）

訂
正

▽
市
政
だ
よ
り
六
月
十
一
日
号
の

三
面
、
栄
治
に
乍
き
る
”
の

三
段
目
の
記
事
の
巾
で
、
〈
て

き
た
か
ら
だ
と
思
う
の
」
〉
は

〈
作
、
け
い
こ
を
屯
ね
て
い
る
。
〉

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
わ

び
し
ま
す
。

新
受
給
者
証
を
郵
送

老
人
・
福
祉
医
療
費
の
助
成

市
で
は
、
お
年
寄
り
や
心
身

障
害
者
な
ど
を
対
象
に
老
人
・

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
渡
し

し
て
、
医
原
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
了
。

現
在
ご
使
用
の
受
給
者
証
は

夏にむかって

ゴミの分別・水切りを

夏
場
を
む
石
え
て
、
ゴ
ミ
の

皿
が
増
え
る
季
節
に
な
り
ま
し

こ
。
ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協
力
く

こ
さ
い
。

六
月
三
十
日
で
期
限
切
れ
に
な

り
豪
す
。
引
き
続
い
て
基
準
に

該
｛
ず
る
人
に
は
、
七
月
一
日

か
ら
使
用
で
き
る
受
給
者
証
を

今
月
中
に
お
送
り
し
毒
天

た
だ
し
、
お
送
り
し
た
受
給

家
庭
で
の
減
量
作
戦

マ
水
切
り
奮
九
全
に

夏
の
果
物
ス
ィ
カ
は
、
な
ん

と
九
四
％
が
水
分
で
す
。
ス
ィ

力
の
皮
を
炎
天
下
に
干
し
て
お

く
と
二
、
三
日
で
紙
の
ぷ
っ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
風
通
し

の
よ
い
場
所
に
数
時
問
置
い
て

お
く
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
水

切
り
に
な
り
毒
男

吏
に
、
野
菜
く
ず
や
残
飯
は

家
庭
栽
園
の
よ
い
た
い
肥
。
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

マ
分
別
を
徹
底
的
に

燃
兄
る
ゴ
ミ
の
中
に
、
ま
だ

ま
だ
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
混
入
し

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
″
ク
製

品
は
焼
却
炉
を
い
た
め
、
行
麗

ガ
ス
の
発
生
原
因
に
な
り
毒
丁
。

一
燃
え
る
ゴ
ミ
・
・
・
台
所
の
ゴ
ミ

や
紙
く
ず
な
ど

●
燃
え
な
い
ゴ
ミ
＝
・
ビ
ニ
ー
ル

類
。
プ
ラ
ス
チ
″
ク
、
ガ
ラ

ス
、
ビ
ン
、
陶
器
、
空
カ
ン

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
土
〈
年
度
で
は
、
城
南
衛
生
管

毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
五
十
六
理
組
合
へ
の
分
担
金
と
し
て
約

年
度
で
は
、
一
日
平
均
六
ト
八

Ｉ
一
年
川
に
二
万
五
1
ｙ
に

も
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は

市
民
一
人
当

旦
日
四
白

三
十
じ
乍
の

三
億
三
千
万
円
を
支
出
し
て
い

手
。

考
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意

事
項
を
十
分
お
読
み
の
う
え
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
封
し
ま
す
加
入
医

原
保
険
届
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
古
い
受
給
考
証
と
い

っ
し
ょ
に
郵
送
な
ど
で
お
返
し

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
’
住
所
、
扶
養
義
務

者
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
〈
い

は
、
す
み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
（
襲
諌
）

な
ど
。

町
内
ぐ
る
み
で
資
源
回
収

ゴ
ミ
の
中
に
は
、
再
利
用
で

き
る
資
源
が
い
っ
ぱ
い
。
新
聞
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
市
の
実

施
す
る
古
紙
回
収
事
業
に
町
内

会
な
ど
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
庸
掃
課
）燃えないゴミ

四
四
四
四
．
．
．
．
．
・
・
・
・
Ｓ
・
・
・
・
・
・
・
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
゛
・
・
゛
゜
φ

一
日
五
十
河
の
ゴ
ミ
が
少
な
く

で
き
れ
ば
、
一
年
間
で
約
三
千

三
百
万
円
が
節
約
に
な
り
ま
す
．

ゴ
ミ
対
策
は
、
都
市
問
題
の

中
で
も
大
き

あ
な
た
の
協
力
で

ゴ
ミ
を
少
な
く

ゴ
ミ
を
出
し
た
こ
と
に
な
り
、

十
年
前
の
約
丁
六
倍
で
す
。

処
理
費
も
。
ヲ
、
量
の
増
加
に

と
も
な
っ
て
増
え
て
お
り
、
五

ゴ
ミ
減
量
は
、
処
理
費
の
減

額
と
埋
立
て
地
の
延
命
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ご
協
力
で
、
一
人

な
課
題
の
一

つ
。

み
な
さ
ん

の
協
力
で
。
コ

ミ
を
少
な
く
し
住
み
よ
い
街
つ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
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せ

ゴミは、必ずポリ袋で□をくくって出してください
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